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【 背 景 ・ 目 的 】  

 こ れ ま で の 国 内 の 豚 熱 ワ ク チ ン 接 種 地 域 に お け る 豚 熱 発 生 事 例 の

多 く は 、 ワ ク チ ン 未 接 種 の 子 豚 ま た は 、 ワ ク チ ン 接 種 直 後 の 子 豚 で

の 発 生 で あ る 1 )  2 )  3 )。 ワ ク チ ン 接 種 前 後 の 子 豚 で は 、 移 行 抗 体 消 失

か ら ワ ク チ ン 接 種 に よ る 抗 体 上 昇 ま で の 、 豚 熱 抗 体 の 感 染 防 御 レ ベ

ル 以 下 と な る 期 間 が 感 染 リ ス ク と さ れ る 。 で は 、 感 染 防 御 レ ベ ル を

保 ち 、 ワ ク チ ン テ イ ク も さ れ る 、 適 切 な 移 行 抗 体 量 と は い っ た い 、

い く つ で 、 何 日 齢 で 接 種 す れ ば よ い の か 。   

 豚 熱 ワ ク チ ン 接 種 時 の 移 行 抗 体 に よ る 感 染 防 御 と ワ ク チ ン テ イ ク

率 に つ い て 様 々 な 報 告 が あ る 。感 染 防 御 は 、2000 年 以 前 で は 移 行 抗

体 32 倍（ END 法 を 2 倍 換 算 ）以 上 で 感 染 防 御 す る と の 報 告 が あ る 4 )。

一 方 で 、2018 年 以 降 の 国 内 流 行 株 に 対 し て は 、少 な く と も 移 行 抗 体

16 倍 で は 防 御 で き な い と の 報 告 も あ る 6 )。 豚 熱 ワ ク チ ン の テ イ ク 率

は 、移 行 抗 体 が 64 倍（ END 法 を 2 倍 換 算 ）以 下 で 100%で あ っ た と す

る 報 告 4 ) 7 )や 、32 倍 で 73%と す る 報 告 6 )が あ り 、こ れ ら 報 告 の 結 果 は

多 様 で あ り 、 一 定 の 見 解 が 得 ら れ て い な い 。 母 豚 の 抗 体 価 、 子 豚 の

移 行 抗 体 価 、 移 行 抗 体 価 の 半 減 期 は ば ら つ き が 大 き い こ と が 確 認 さ

れ 、 都 府 県 ご と 、 農 場 ご と の 傾 向 を 把 握 し 、 対 応 を 検 討 す る こ と が

必 要 と さ れ て い る 5 )。そ こ で 、今 回 、接 種 適 期 の 移 行 抗 体 価 を 32 倍

と 設 定 し 、 県 内 の 2 農 場 に お け る 豚 熱 ワ ク チ ン 接 種 適 期 に つ い て 調

べ た 。  

 豚 熱 ワ ク チ ン 接 種 適 期 を 推 定 す る 要 因 と し て 、 ① 母 豚 の 抗 体 価 の

分 布 、 ② 子 豚 の 移 行 抗 体 消 失 の 推 移 、 ③ 子 豚 へ の ワ ク チ ン 接 種 時 の

移 行 抗 体 価 別 ワ ク チ ン テ イ ク 率 、の 3 つ が 上 げ ら れ る 。今 回 は ま ず 、

① と ② に つ い て 調 べ た 。  

【 方 法 】  

 管 内 繁 殖 肥 育 一 貫 経 営 の A 農 場（ 母 豚 34 頭 飼 養 ）と B 農 場（ 母 豚

7 頭 飼 養 )の 2 農 場 を 調 査 対 象 と し た 。  

調 査 ①  

 2022 年 7 月 お よ び 9 月 に 採 血 し た 母 豚 の 血 清 (A 農 場 34 頭 、 B 農

場 7 頭 )を 用 い 、ELISA お よ び 中 和 試 験 に よ る 抗 体 検 査 を 実 施 し 、母

豚 の 抗 体 価 の 分 布 を 調 査 し た 。ELISA は 豚 熱 エ ラ イ ザ キ ッ ト II （ ニ

ッ ポ ン ジ ー ン ） を 用 い た 。 中 和 試 験 は CSFV GPE-株 お よ び CPK NS 細

胞 を 用 い 、中 和 抗 体 価 4096 倍 ま で 測 定 し た 。抗 体 価 の 正 規 性 は シ ャ

ピ ロ ‐ ウ ィ ル ク 検 定 に よ り 調 べ た 。  

調 査 ②  



 2022 年 9 月 ～ 11 月 に 、A 農 場：子 豚 30 頭（ 母 豚 抗 体 価 1024 倍 群 、

128 倍 群 、64 倍 群 各 1 腹 、512 倍 群 2 腹 、各 5～ 10 頭 ）、B 農 場：子

豚 10 頭 （ 母 豚 抗 体 価 256 倍 群 、 512 倍 群 、 各 1 腹 、 各 5 頭 ） に つ い

て 、耳 標 装 着 に よ る 個 体 識 別 を し た 上 で 、 1 個 体 に つ き 34～ 45 日 齢

（ 35 日 齢 前 後 ）、48～ 59 日 齢（ 55 日 齢 前 後 ）の 2 回 採 血 を 行 い 、豚

熱 の 中 和 試 験 を 実 施 し た 。   

 抗 体 価 は 2 を 底 と す る 対 数 に 変 換 し 、 デ ー タ を 処 理 し た 。 各 子 豚

の 2 回 採 血 の 抗 体 価 の 差 を 採 血 日 の 差 で 割 る こ と に よ り 、 1 日 当 た

り の 抗 体 価 減 少 定 数 を 求 め た 。 そ の 定 数 か ら 、 感 染 防 御 と ワ ク チ ン

ブ レ イ ク を 考 慮 し た 移 行 抗 体 32 倍（ 対 数 5）到 達 日 齢 を 個 体 毎 に 算

出 し 、 各 群 の 移 行 抗 体 32 倍 到 達 平 均 日 齢 を 各 群 の 接 種 適 期 と し た

（ 図 １ ） 。  

 調 査 ① 、 ② の 結 果 よ り 、 農 場 全 体 と し て の 接 種 適 期 を 検 討 し た 。 

【 結 果 と 考 察 】  

調 査 ①  

 A 農 場 の 母 豚 34 頭 の 中 和 抗 体 価 は 非 正 規 分 布 を 示 し 、 中 央 値 は

128 倍 、 最 頻 値 512 倍 で あ っ た 。 抗 体 価 512 倍 以 下 の 母 豚 数 の 割 合

は 91.2%で あ り 、8 割 以 上 で あ っ た 。ま た 、抗 体 価 128 倍 以 下 の 母 豚

数 の 割 合 は 55.9%で あ っ た（ 図 2）。中 和 抗 体 価 と ELISA S/P 値 は 正

の 相 関 を 示 し た （ 図 3） 。  

 B 農 場 の 母 豚 7 頭 の 中 和 抗 体 価 は 256 倍 4 頭 、 512 倍 1 頭 、 1024

倍 2 頭 で あ っ た 。 中 和 抗 体 価 の 分 布 で は 、 中 央 値 、 最 頻 値 と も 256

倍 で あ っ た (図 4)。  

調 査 ②  

 A 農 場 の 子 豚 の 移 行 抗 体 32 倍 到 達 日 齢 は 、 母 豚 の 抗 体 価 が 1024

倍 、512 倍 、128 倍 、64 倍 群 で そ れ ぞ れ 、平 均 71.0 日 、44.4 日 、33.1

日 、31.1 日 と 推 定 さ れ た 。同 腹 で も ば ら つ き が 大 き く 、1024 倍 群 で

は 、同 腹 で 最 大 約 30 日 の 差 が あ っ た 。母 豚 の 中 央 値 128 倍 に 対 す る

子 豚 の 接 種 適 期 は 30～ 40 日 齢 接 種 と な っ た 。 し か し 、 調 査 ① よ り

1024 倍 の 母 豚 が 約 1 割 、 512 倍 の 母 豚 が 約 2 割 存 在 す る こ と か ら 、

そ れ ら の 子 豚 が 移 行 抗 体 価 32 倍 到 達 前 で あ る 30～ 40 日 齢 で 接 種 す

る と 、 移 行 抗 体 が 高 い こ と に よ り 、 ワ ク チ ン ブ レ イ ク を 起 こ し 、 全

体 で 8 割 テ イ ク で き な い 恐 れ が 考 え ら れ た 。 抗 体 価 512 倍 以 下 の 母

豚 は 、全 体 の 8 割 以 上 で 、適 期 を 40～ 50 日 齢 と す れ ば 、 8 割 以 上 テ

イ ク が 想 定 さ れ た 。し か し 、接 種 適 期 を 40 日 齢 以 下 と す る 、抗 体 価

128 倍 以 下 の 母 豚 群 は 、全 体 の 5 割 を 占 め 、40～ 50 日 齢 接 種 の 場 合 、

接 種 ま で の 免 疫 空 白 期 間 を 持 つ 子 豚 の 割 合 が 約 半 数 と な る 可 能 性 が

想 定 さ れ た （ 図 5） 。  

  B 農 場 に お い て も 、子 豚 の 移 行 抗 体 32 倍 到 達 日 齢 は 同 腹 で の ば ら

つ き が 大 き く 、512 倍 群 で は 最 大 約 20 日 の 差 が あ っ た 。子 豚 の 移 行



抗 体 32 倍 到 達 日 齢 は 512 倍 群 で 平 均 60.8 日 、 256 倍 群 で 平 均 49.0

日 で 、現 行 の 50～ 60 日 齢 接 種 が 両 群 の 適 期 で あ る と 考 え ら れ た 。母

豚 数 の 割 合 と し て も 512 倍 、256 倍 の 割 合 が 8 割 以 上 を 占 め る た め 、

農 場 全 体 の 接 種 適 期 の 変 更 は 今 の と こ ろ 不 要 と 考 え ら れ た（ 図 6）。 

【 ま と め 】  

 肥 育 豚 の 8 割 以 上 の ワ ク チ ン テ イ ク か つ 、 子 豚 の 免 疫 空 白 期 間 短

縮 の た め 、管 内 A、B 農 場 に お け る ① 母 豚 の 中 和 抗 体 価 の 分 布 と ② 子

豚 の 移 行 抗 体 価 推 移 を 調 査 し た 。 両 農 場 と も に 、 同 腹 の 子 豚 で も 移

行 抗 体 32 倍 と な る 日 齢 に ば ら つ き が 認 め ら れ た 。  

 A 農 場 に つ い て は 、 ワ ク チ ン 接 種 時 期 を 早 め る こ と に よ る 一 部 の

子 豚 の ワ ク チ ン ブ レ イ ク の リ ス ク 、 そ の 場 合 の 追 加 接 種 の 必 要 性 に

つ い て 畜 主 に 十 分 説 明 し た 上 で 、現 在 の 接 種 日 齢 か ら 約 10 日 早 め た

40～ 50 日 齢 で の 接 種 へ 変 更 し た 。た だ し 、そ の 場 合 に お い て も 免 疫

空 白 期 間 を 持 つ 子 豚 の 割 合 が 約 半 数 と な る 可 能 性 が 想 定 さ れ た 。  

 B 農 場 は 現 行 の 50～ 60 日 齢 で の 接 種 と し た 。 B 農 場 で は 、 低 い 抗

体 価 の 母 豚 が い な い た め 、 ワ ク チ ン 接 種 ま で に 免 疫 空 白 と な る 子 豚

が 発 生 す る 可 能 性 は 低 い と 考 え ら れ た 。  

 今 後 は 、 引 き 続 き 、 他 農 場 も 含 め 、 母 豚 の 抗 体 価 の 分 布 を 半 年 毎

に 分 析 し 、 子 豚 の 接 種 適 期 に つ い て 検 証 し て い く 。 ま た 、 今 回 は 移

行 抗 体 価 32 倍 を 基 準 に し た が 、県 内 の 豚 で 、実 際 の 子 豚 の 移 行 抗 体

価 別 の ワ ク チ ン テ イ ク 率 に つ い て は 、ま だ 未 調 査 で あ る た め 、今 後 、

調 査 す る 方 針 で あ る 。例 え ば 、移 行 抗 体 価 64 倍 で の テ イ ク 率 が 高 け

れ ば 、 接 種 日 齢 を 更 に 早 め る こ と が 可 能 で 、 免 疫 空 白 期 間 も 短 縮 で

き る と 考 え ら れ る 。  

 ワ ク チ ン 接 種 の み で 、 豚 熱 感 染 リ ス ク を 完 全 に ゼ ロ に す る こ と は

で き な い 。 接 種 適 期 の 検 討 を 継 続 す る と と も に 、 飼 養 衛 生 管 理 基 準

遵 守 徹 底 の 指 導 も 併 せ て 行 い 、 豚 熱 発 生 予 防 に 努 め て い き た い と 考

え る 。  
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図1   子豚の移行抗体価32倍到達日齢算出方法
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図4 B農場の母豚の免疫分布状況
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図5 A農場の母豚の抗体価に対する
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